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松本大学地域づくり考房『ゆめ』   ℡：0263-48-7213（直通） 

 

平成 29年 2月 6日 

報道関係各位 

 

「第３回あるぷすタウン」専門家会議のご案内 

 

 日頃は大変お世話になっております。 

 さて松本大学では、３回目となる「子供たちが創りあげるまち あるぷすタウン」

を 2月 18日（土）、19日（日）に開催致します。 

 このたび、あるぷすタウンの仕事ブースを運営する専門家や企業の方と実行委員会

学生とのミーティング（専門家会議）を下記の通り行います。 

学生と社会人とで「子どもがつくるまち」の運営上の意思統一をはかり、地域通貨

を介した労働や納税、消費などに関する手順を確認する場となります。ご多忙とは存

じますが、取材をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

記 

 

日 時：平成 29年 2月 7日（火） 13：00～ １時間程度 

場 所：松本大学 5号館 1階 514教室 

参加者：あるぷすタウン当日に職業体験ブースを運営する 

    会社、商店、役所、消防、警察、銀行、メディア、運輸、 

    芸能、スポーツなどの専門家の方々 

内 容：当日の説明（実行委員学生による実演も行います） 

    実行委員との質疑応答他 

      

備考：同日１８時より、１３時の会議に都合のつかなかった 

   社会人との同内容の打合せを５１４教室で予定します。 
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子どもたちが創りあげるまち 

「第３回あるぷすタウン」 

 

概要 第１回あるぷすタウンは平成２７年２月末に１６０名の小中学生の 

   参加で行われました。昨年の第２回は２０９名、第３回の今年は 

   ２４０名を超す参加が見込まれています。子どもたちが仕事体験する 

   ブースは４０種類で地域通貨（yume）がお金として流通します。 

期間中は専門家、大学生と社会人、高校生ボランティアら２００名以上が

子どもたちのサポートにまわります。 

    松本大生を中心とする実行委員会は昨年春に発足し、夏には『子どものま

ち全国サミット』に参加して見聞をふかめ、秋以降は企業や商店の方への協

力依頼など『子どものまち』の土台を築いてまいりました。 

    県内の大学では唯一となる“子どものまち”の取材をよろしく 

   お願いいたします。 

 

 

記 

 

日 時：平成 29年 2月 18日（土）、19日（日） 

 10：00～16：00 両日とも 

場 所：松本大学 5号館、第一体育館 受付は５号館１階 

内 容：別紙のチラシをご参照ください 

         参加者はすでに募集を締め切り、確定しております。 

 

 


